
 

■カラー舗装：歩行者・自転車の通行空間 

 

 栃木県小山市 東京都江戸川区 都道 318 号（環七） 

事
例
写
真 

  

概 

要 

道路の種類：一般道路 
所 在 地：栃木県小山市 
 

路 線 名：都道 318 号（環七） 
道路の種類：一般道路 
道路管理者：都道府県 
所 在 地：東京都江戸川区中葛西 
撮 影 日：平成 19 年 11 月 21 日 
コ メ ン ト：広幅員歩道かつ自転車利用が多いため、歩行者優先であるこ

とを明示している。 

 
 

 東京都目黒区 神奈川県横浜市 

事
例
写
真 

  

概 

要 

道路の種類：一般道路 
道路管理者：都道府県 
所 在 地：東京都目黒区八雲 
撮 影 日：平成 21 年 10 月 12 日 
コ メ ン ト：多くの交通弱者の通行が想定される路肩をカラー舗装により

際立たせるとともに、車両に対して注意喚起を図るためハン

プ路面表示、スクールゾーンの文字表示を組み合わせて実施

している。 

道路の種類：市道 
道路管理者：横浜市   
所 在 地：横浜市 
撮 影 日：平成 22 年１月 
コ メ ン ト：横浜市「安心カラーベルト」。２００７年から行われている

事業で、小学校の通学路カラー化し歩行者空間を確保する。

歩道整備が困難な道路を中心に、路側帯をカラー化すること

で、走行中の車両に対して歩行者への注意を促し、歩行者の

安全を確保することが期待されている。カラーには緑色や青

色の事例がある。地域の要望等により迅速に設置される。 

 



 
 
 
 
 

 東京都品川区 東京都品川区 

事
例
写
真 

  

概 

要 

道路の種類：一般道路 

道路管理者：品川区 

所 在 地：東京都品川区 

撮 影 日：平成 23 年 12 月 4 日 

コ メ ン ト：路側帯のカラー舗装 

道路の種類：一般道路 

道路管理者：品川区 

所 在 地：東京都品川区 

撮 影 日：平成 23 年 12 月 4 日 

コ メ ン ト：路側帯のカラー舗装と交差点を示すカラー舗装 

      写真の手前から奥に向かう一方通行。交差点手前に速度抑制

を促す路面標示が設置されている。 

 
 

 東京都品川区 東京都品川区 

事
例
写
真 

  

概 

要 

道路の種類：一般道路 

道路管理者：品川区 

所 在 地：東京都品川区 

撮 影 日：平成 23 年 12 月 4 日 

コ メ ン ト：路側帯のカラー舗装と一旦停止（止まれ）を強調するカラー

舗装 

道路の種類：一般道路 

道路管理者：品川区 

所 在 地：東京都品川区 

撮 影 日：平成 23 年 12 月 4 日 

コ メ ン ト：路側帯のカラー舗装 

      写真の手前から奥に向かう一方通行 

 



 
 
 

 東京都品川区 東京都品川区 

事
例
写
真 

  

概 

要 

道路の種類：一般道路 

道路管理者：品川区 

所 在 地：東京都品川区 

撮 影 日：平成 23 年 12 月 4 日 

コ メ ン ト：路側帯のカラー舗装 

      交差点の先でカラー舗装の色がレンガ色から緑色に変化し

ている（新旧の色使いと思われる）。 

      写真の手前から奥に向かう一方通行 

道路の種類：一般道路 

所 在 地：東京都品川区西大井 

撮 影 日：平成 23 年 12 月 4 日 

コ メ ン ト：自転車レーンのカラー舗装 

     進行方向を示す「矢印」を自転車のマークでデザインしてい

る。 

 
 

 横浜市西区 横浜市西区 

事
例
写
真 

  

概 

要 

道路の種類：一般道路 

道路管理者：横浜市 

所 在 地：神奈川県横浜市西区 

撮 影 日：平成 25 年 11 月 23 日 

コ メ ン ト：路側帯のカラー舗装 

道路の種類：一般道路 

道路管理者：横浜市 

所 在 地：神奈川県横浜市西区 

撮 影 日：平成 25 年 11 月 23 日 

コ メ ン ト：路側帯のカラー舗装 

 



 
 
 

 新潟県新潟市 大阪府泉南郡熊取町 

事
例
写
真 

  

概 

要 

道路の種類：一般道路 

道路管理者：新潟市 
所 在 地：新潟県新潟市中央区 
撮 影 日：H23.9 月 
コメント ：信号無し交差点付近における擬似ブロック設置による歩行空

間の確保 

路 線 名： 
道路の種類：町道 
道路管理者：熊取町 
所 在 地：大阪府泉南郡熊取町希望が丘 
撮 影 日：平成 28 年 9 月 17 日 
コ メ ン ト：路肩を緑色に塗ることで通行区分を明確化し、安全性の向上

を図るもので、路肩幅員が十分でない箇所について側溝の蓋

を活用して緑にしている。 

 


